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研究成果の概要（和文）：本研究では、障害児のきょうだい児育てに取り組む親の支援課題を家族QOL の視点か
ら調査し、それに基づく親支援プログラムを開発し、実践により効果を検討した。北海道・北陸・関東・近畿・
中国地域で行った「きょうだい児を育てる親へのアンケート」659の有効回答の88.5％の親がきょうだい児育て
に悩んでおり、きょうだい児育てに悩む親が評価した家族QOLは、そうでない親より有意に低いことが示され
た。引き続き、月1回2時間、全6回からなる話し合い型のきょうだい児育て支援プログラムを開発し、参加を希
望した母親16名に対し実施した結果、終了時点で「子育てがうまくいっている」評価が有意に高まったことが確
認された。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to investigate family quality of life (QOL) from the 
perspective of the challenges faced by parents in raising siblings of children with disabilities and
 develop a support program for improving family QOL. Based on 659 valid responses to the 
Questionnaire for Parents Raising Siblings conducted in the Hokkaido, Hokuriku, Kanto, Kinki, and 
Chugoku regions of Japan, 88.5% of the respondents were concerned about raising siblings. 
Furthermore, the family QOL of the parents who were worried about raising siblings was significantly
 lower than that of the parents who were not necessarily worried. Subsequently, we developed a 
discussion-based sibling child-raising support program consisting of six sessions held once a month 
for 2 hours and implemented it for 16 mothers who applied for participation after seeing the 
information leaflet. We found that the program significantly improved the participants' sense of 
competence in raising siblings of children with disabilities.

研究分野： 障害のある子ども及びその家族支援

キーワード： 障害のある子どものきょうだい　きょうだい支援　家族支援　家族QOL　親支援

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
障害児者のきょうだいが抱える問題は、親の子育て上の課題でもあり、家族機能の問題と言える。しかし、これ
まで国内外で取り組まれてきたきょうだい支援において、親は理解啓発の対象ではあっても、直接の支援対象と
見なされてこなかった。本研究の意義は、家族機能の中心的存在である親が直面するきょうだい児育ての課題を
家族全体のQOLの視点から明らかにし、さらに、親自身をエンパワメントして、きょうだいの課題に取り組むこ
とを可能とする支援プログラムを新たに開発したことにある。これにより、障害児者家族がはらむ虐待やヤング
ケアラー等の問題防止のみならず、家族QOL向上を視野に入れた新しいきょうだい支援のあり方を示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景                                                              
●障害児（以下、同胞）とともに暮らす兄弟姉妹（以下、きょうだい）の問題は、親の課題、

さらには家族機能の課題でもあり、きょうだいへの支援アプローチだけでは不十分。 
きょうだいの適応上の問題は、これまで主としてきょうだい自身の視点から検討されてきた（McHale 

他 1989、et al.）。しかし、きょうだいの問題は親の抱える課題の顕れ（阿部他 2011）であり、親自身
がきょうだい児育ての悩みを抱え、きょうだいとの意識の齟齬に苦しんでいる状態である（阿部他 
2012）。一方、きょうだいの抱える問題が家族の機能不全から生じているとの指摘（遠矢，2009）、親
自身が身に付けた「自助」主義的家族観が、過大な家族役割をきょうだいに求めているとの指摘（戸田，
2012）、さらには、今や日本における喫緊の課題となっている子どもの虐待事例の中に、障害児本人の
みならずそれに近い件数のきょうだいが含まれていたという報告（藤原,2013）やきょうだいが同胞の世
話のため学業に支障をきたしている事例報告（戸田，2015）などから、もはやきょうだいの問題は、本人
へのアプローチのみでは解決し得ず、家族 QOL の問題としてとらえる必要がある。 
●従来のきょうだい支援プログラムは、きょうだいのみを親から切り離して支援するものが中

心であり、家族機能の中心的駆動者である親のきょうだい児育て支援、さらに家族 QＯＬ向上の
視点から検討されてきていない。 

実地調査（阿部・小林，2012； 阿部，2013）から、きょうだい支援先進国である米英国においてさえ
も、きょうだいのみを対象とする支援が中心で、親はきょうだい支援に関する理解啓発の対象ではあって
も、直接の支援対象とは見なされてこなかった現状が示された。そこで、Abe & Annen（2013）、阿部・
神名（2015）は、きょうだいと家族の関係を直接支援する必要に鑑み、きょうだいと家族が一緒に活動
する支援プログラムを開発・実践し、きょうだいの同胞に関する否定的感情や親子関係が改善するかを
検証した。きょうだい 16 名とその母親に対する実践の結果、きょうだいの同胞に関する「余計な負担の
感情」が有意に減少し、FDT 親子関係診断検査において親子関係が安定化する傾向が確認された。
このように、家族参加型支援プログラムが親ときょうだい児の関係を改善するために有効であることが
明らかとなった。しかしながら、親自身がきょうだい児育てを変革する力をつけるための支援方法は、いま
だ不明確なままであり、きょうだい児育てに悩む親を地域でエンパワメントする方法を創出する必要があ
る。これは、上記で報告されているような、きょうだいの虐待やヤングケアラー等の家族問題につながる
家族機能不全を改善し、家族 QOL の向上をもたらすものであると考える。 
 
２．研究の目的                                                     
●きょうだい児を育てる親の課題を明らかにし、その解決に向けた支援プログラムを開発し、

その効果を検証する。 
以下の 2 点から取り組んだ。 

 【研究➀】 きょうだい児育てに取り組む親の支援課題を家族 QOL の視点から調査し、明らかにする。 
【研究➁】 研究➀に基づく親支援プログラムを開発し、地域における実践を通して、プログラムが親

のきょうだいに関する子育て実践力に及ぼす効果を検討する。 
以上により、きょうだい児育てに悩む親をエンパワメントする方法を具体的に発信し、家族 QOL 支援

の充実に資するものとする。 
 
３．研究の方法                                                        
 【研究➀】アンケート調査 

（１）対象：北海道・北陸・関東・近畿・中国に所在する特別支援学校、発達支援センター、障害児（者）
親の会、その他計 30 か所に所属する障害のある子どもとそのきょうだい児を育てている親とした。 

（２）質問紙：「きょうだい児の子育てアンケート」 
・Face 項目：回答者の立場（父・母・その他）、きょうだい児全員の年齢・同胞（複数の場合は最年長

者）から見た出生順、同胞全員の性別・年齢・障害種・所属の記入を求めた。 
・きょうだい児育てについて：悩みの有無（現在、過去）、悩みの内容（予備調査を基に作成した 22 項

目から複数選択、希望者のみ自由記述追加）、きょうだい児育てに関する学び機会への参加意思と、学
びたい・知りたい内容（上記 22 項目から複数選択）の記入を求めた。・ 
  ・家族 QOL について：「日本版 FQOL Scale」（小林・阿部・藤井，2016：The Beach Center 
FQOL Scale（2012）の邦訳版 5 件法 25 項目）の記入を求めた。 
  （３）実施方法 

各機関を通じてアンケート用紙を配布し、匿名回答・厳封の上、個人による直接郵送、あるいは各機関
において個別回収後に郵送する方法で回収した。調査期間は、2017 年 9 月～2018 年 4 月であった。 

（4）分析方法 
・きょうだい児育てについて： 
量的分析：最年長同胞の障害種により、単一身体障害のみ（以下、PD 群）、重度・重複障害（SMID

群）、知的障害（他障害併有を含む、ID 群）、知的障害を併有しない発達障害（DD 群）の４群に分ける
ともに、各家族の最年長きょうだい児の年齢に基づき、幼（0～6 歳）群・小（7～12 歳）群・中高（13～
18 歳）群・成人（19 歳以上）群に分け、項目ごとに度数を単純比較し、統計的分析を実施した。 

質的分析：悩みに関する自由記述を意味内容ごとに抽出してデータ化した後、カテゴリー分類した。 
  ・家族 QOL について：きょうだい児育ての悩み有、悩み無の 2 群間で家族 QOL 平均得点を比較し



た。引き続き、因子構造を明らかにし、上記と同様に「障害種」「年齢」、及び「出生順」の属性をそれぞ
れペアにして独立変数とし、下位尺度得点を従属変数として、3 種類の 2 要因分散分析（混合計画）を
行い、家族 QOL における各要因と下位尺度得点との関係について検討した。 
  ・統計的分析には、エクセル統計 2016 を使用した。 
 【研究➁】実践による支援プログラム開発 

（１）対象：研究協力機関に所属する、プログラムへの参加を希望した 0～13 歳のきょうだい児 20 名
（兄７名、姉４名、弟５名、妹４名）を育てる母親 17 名(うち、3 名が複数きょうだい児有)。同胞の年齢は
3～8 歳、障害種別は、ASD、知的障害、脳性まひ、SMID、ADHD（重複有り）。 

（2）支援プログラム「きょうだい児育ての勉強会」 
概要を【Table 1】に示す。約 1 時間半のセッションを月 1 回の頻度で計 6 回実施した。 
（3）効果測定 
・参加者評価： 最後まで参加した 16 名について、参加前後に、「きょうだい児の子育てがうまくいって

いるかについての自己評価」（10 点満点評価）、「プログラムの有用性評価」（5 件法）を実施した。 
  ・成果物評価： 参加者同士の話し合いを中心に展開した第 1～3 回の 3 セッション分において、各参
加者が記入した付箋やワークシートの記述を意味内容に応じてカテゴリー分類した。 

【倫理的配慮】 
本研究の実施にあたっては、大学の研究倫理審査委員会の承認を得た（承認番号：北教大研倫

2018054001）。 なお、利益相反はない。 
 

 
４．研究成果                                                        
【研究➀-1】きょうだい児育てアンケートの量的検討 

アンケート配布数 1981 中、回収数 751（回収率 37.9%）、データの不備及び障害種の無記入を除
いた有効回答数は 659（回収中 87.7%）で、そのうち、きょうだい児の年齢が無記入であったものを除
いた回答数は 654（同 87.1％）であった。得られたデータを分析した結果、以下のことが示された。 
➀ 有効回答 659 の内、88.5％の親が、過去及び現在において、きょうだい児育てに悩んでいた。 
➁ 同胞の障害種４群、及び、きょうだい児の年齢別４群を独立変数として、悩みの有無を比較したと

ころ、年齢別比較では、悩み有群は、幼群・小群で期待値より有意に多く、成人群で少ない状況となり、
年齢が低いほど悩む親が多数であった（p<.01）。障害種別群内で年齢別比較をしたところ、SMID 群
内では幼群で悩み有群が期待値より有意に多く、ID 群内では幼群、小群で、悩み有群が期待値より有
意に多かった（p<.01）。また、年齢群内で、障害種別に比較したところ、幼群でのみ障害種別による差
が見られ、悩み有群が SMID 群で有意に多かった（p<.05）。このことから特にきょうだい児が低年齢
期にある場合に、悩みを抱える親が多数であり、その傾向は、知的障害のある子ども、及び障害の重い
子どものきょうだい児を育てている場合に、より顕
著となることが示された。 
➂ 悩み内容の選択率には、障害種別、年齢別

による有意差が見られ、2 要因分散分析では、各
要因の交互作用が有意となった（p<.01）【Fig.
１】。年齢別における、障害種別の単純主効果、及
び、障害種別における年齢別の単純主効果がい
ずれも有意であり、若い親は子育て経験が浅い状
況で、同胞ときょうだい児の子育ての両立という難
しい局面で苦慮しており、特に意思疎通や理解が
難しい SMID や ID のある子どもと、きょうだい児
の子育ての両立は、より多くの悩みを引き起こすこ
ととなると推測された。 
➃ 障害種別に選択された悩みを見ると、「同胞

のことで、きょうだい児が周りからいじめられたり、
いやな思いをしたりしたときにどうするか」とする、

【Table 1 支援プログラム内容の概要】 
テーマ 主な内容 ホームワーク

我が家のメンバー紹介
家族自慢・きょうだい児の子育ての
悩みをグループで紹介し合う

　きょうだい児の「ほのぼのした」
エピソードを集めよう

こんな時どうする？①
　きょうだい児がもつ不公平感や不
満に関する架空事例について、対応
方法をグループで話し合う

　きょうだい児に「気にかけている
よ」と、注目のプレゼントをしよう

こんな時どうする？②
　きょうだい児が、友達に同胞を知ら
れたくないとする架空事例につい
て、対応方法をグループで話し合う

　きょうだい児が話してくれた言葉
や見せてくれた行動のエピソード
を集めよう

先輩お母さんと話そう
　成人したきょうだい児の母親と懇
談する

　家族をいろいろな場面でほめて、
「ほめほめ名人」になろう

大人のきょうだいと話そう 　成人したきょうだい児と懇談する
　きょうだい児と3分間の「ラブラブ
ふれあいタイムをしよう

これからの話をしよう
　5年、10年、20年後にきょうだい
児にかけてやりたい言葉を考える

無

【Fig.１ 悩み項目選択率平均における
年齢別、及び障害種別の交互作用】 



きょうだい児と周囲との関係性が、全群で上位を占めた。さらに PD 群、SMID 群、ID 群では、「きょうだ
い児がいつも同胞より後まわしになって、我慢させてしまうのをどうしたらよいか」「きょうだい児が訴える
不満や不公平感にどう対処するか」とする、親子関係の悩みが共通して上位であった。一方、DD 群では、
「親自身の感情や気持ちのコントロールをどうしたらよいか」「きょうだい児と同胞との間でトラブルが起
きたとき、どう対処するか」が上位を占め、外見からわかりにくい障害特性により、同胞ときょうだい児のト
ラブルが起こりがちであること、さらにそのような状況に置かれている親の心理的負担感が示唆された。 

➄ きょうだいの年齢別群で上位に選択された悩みを見ると、幼群では「同胞のことで、きょうだい児
が周りからいじめられたり、いやな思いをしたりしたときにどうするか」「きょうだい児が訴える不満や不
公平感にどう対処するか」、小群では「きょうだい児が訴える不満や不公平感にどう対処するか」、「親な
き後のことをきょうだい児とどのように話すか」、中高群では「親なき後のことをきょうだい児とどのように
話すか」「思春期を迎えたきょうだい児への接し方をどうしたらよいか」、そして、成人群では「親なき後
のことをきょうだい児とどのように話すか」「きょうだい児の交際相手や、結婚相手に同胞のことをどう話
すか」となり、各年齢期における親子関係、及び周囲との人間関係への懸念と、徐々に現実味を帯びてく
る親なき後への懸念が中心であった。 
➅一方、親が学びたいと願う内容は、各年齢群とも親なき後に関するきょうだい児との協議方法であ

り、きょうだい児の現状よりも将来の安心に関心がある親の思いが明らかとなった。 
 

【研究➀-2】きょうだい児育てアンケートの質的検討 
  自由記述から得られた 281 項目をカテゴリー分類したところ、以下の結果が得られた。 
➀各年齢群共通の 6 カテゴリー（A～F）が見出された【Fig.2】。「きょうだい児の人間関係への懸

念」には最多数の項目が含まれ、さらに、一定数の「きょうだい児と親の心理的負担感」が見出された。 
➁各カテゴリーに含まれる意味内容項目数の割合には、ライフステージに応じた差異が確認された。 

【研究➀-3】家族 QOL アンケートの検討 
有効回答数は 606（回収中 80.7%）で、分析結果は以下のとおりである。 
➀ きょうだい児育ての悩み有群の家族 QOL の

平均値が悩み無群より有意に低くなった（ｐ＜.００
１）。同胞の障害種別、きょうだい児の出生順・年齢
にかかわらず、同様の結果であった。 
➁因子分析（主因子法、プロマックス回転）により、

小林・阿部・藤井（2016）と同じ 2 因子構造となり、
さらなる分析の結果、各因子に 2 層構造が得られた
【Table 2】。原版の「子育て」因子が明確化され
ず、障害のある子どもの育成を最優先関心事としが
ちな日本の家族の日常において、「子育て」は、「家
族内環境要因」全体に関与する前提要因であり、個
別に抽出されるものとはならないと考えられた。 
➂ 家族 QOL に関連する要因について： 2 要因

分散分析の結果、因子構造要因と障害種要因の主
効果のみが確認された【Table 3】。下位尺度間比
較では、「障害種」「年齢」「出生順」にかかわらず、
「家族内環境要因」得点が「家族外環境要因」得点
より有意に低く（p＜.001）、きょうだい児家族におい
て、「家族相互関係」「精神的健康」が十分充実して
いない可能性が示唆された。一方、障害種別では、多

【Fig.2 きょうだい児育ての悩み自由記述のカテゴリー分類とその意味内容項目の割合】 

n 平均 SD 平均 SD ANOVA

PD 61 3.45 0.80 3.51 0.66

ID 268 3.50 0.69 3.65 0.60

SMID 189 3.37 0.67 3.46 0.68

DD 78 3.46 0.73 3.59 0.65

t検定

家族内環境要因 家族外環境要因

家族内環境要因＜家族外環境要因，t(605)＝4.75，p<.001

障害種

F(3,592)
=2.66,
p<.05,

ID＞SMID

家族相互関係 (7項目) α=0.92

精神的健康 (8項目) α=0.88

身体的・物的健康 (6項目) α=0.82

障害関連サポート (4項目) α=0.84 

因子間相関　0.54

家族内環境要因

家族外環境要因

　上2尺度相関0.69､下2尺度相関0.63

【Table 2 きょうだい家族 QOL の因子構造】 

【Table 3 分散分析の結果】（有意差有のみ） 



重比較の結果、SMID 群の尺度得点が ID 群を下回り（p＜.05）、日常的な介護を要する SMID 群の
特性が関係していると推測された。 
 
【研究➀の成果から得られた、支援プログラム開発への示唆】 

➀ 低年齢のきょうだい児を育てる場合に、より支援プログラムの実施ニーズが高い。 
➁ 同胞の障害種ときょうだい児のライフステージに応じた、現実的な子育て支援の内容を含める。 
➂ 親自身のメンタルヘルスや家族観のパラダイムシフトを促す内容を含める。 
➃ きょうだい児の主体的選択と決定力を育て、そのより充実した生き方を支える視点から子育てに

取り組む土台作りを目指す。 
➄ きょうだい児の年齢に応じた親への支援内容として、「幼少期の子育て実質的支援」「幼児期から

のきょうだい児理解支援」「中高生期における精神的支援」「成人期の情報的支援」が必要である。 
➅きょうだい児の全ライフステージにおける支援内容として、「親子のコミュニケーション促進支援」

「きょうだい児と周囲との関係性、及び理解者（仲間）づくりにつながる支援」が必要である。 
 
 【研究➁-1】支援プログラム参加者評価による検討 

実践により、開発したプログラムについて、以
下の効果が確認された。 

➀ きょうだい児育ての状況に関する主観的
評価では、 Post 時点で有意な差をもって、「う
まくいっている」とする点数が増加したことが確
認された（ｐ＜.05）。 

➁ 支援プログラムに関する有用性評価で
は、各選択肢に 1～5 点をあてはめ、平均値
（SD）を算出したところ、【Fig.3】のとおり、ど
の項目も 4 点以上の高評価を得た。 

➂ プログラム実施後アンケートの自由記述
では、「これまで一人で悩んでいたが、協議で
いろいろな考えがあるとわかり、楽になった」
「『宿題』に取り組むことで、きょうだい児との関
係を見直すことができた」などが挙げられた。 
 
【研究➁-2】支援プログラム参加者の成果物による検討 

開発したプログラムの実践場面で参加者が記入したワークシート等の内容を分析した結果、参加者
における以下の変容が確認された。 

➀ 最初のきょうだい児育ての悩みに関する話し合い活動では、悩みの自己開示と共感体験により、
参加者の解放感と同じ問題に立ち向かう仲間意識が生み出された。 

➁ 第 2 回のきょうだい児の不満感情への対応に関する話し合い活動では、親の価値観に基づくきょ
うだい児対応から、きょうだい児自身の心情と視点に基づくきょうだい児対応へという、きょうだい児育て
のパラダイムシフトが生じた。 

➂ 第 3 回のきょうだい児と周囲との関係懸念に関する話し合い活動では、親の理想とするきょうだい
児像に向かう子育てから解放され、日々子どもなりに葛藤しながら「きょうだい児」を生きている、現実的
なきょうだい児の育ちの過程に伴走する子育てへの意志が見い出された。 

 
【研究➁の成果から得られた、開発した支援プログラムに関する知見】 

以上のことから、開発した「きょうだい児育て支援プログラム」について、以下が明らかとなった。 
➀ 参加者のきょうだい児育て効力感の向上をもたらし、有用性を感じられる活動内容を含んでいる。 
➁ 親同士の意見交換ができる、「同じ立場の仲間との出会い」が重要である。 
➂ 日々の生活できょうだい児とのかかわりを促進する具体的な手立てを提供するのが効果的である。 
➃ ファシリテーターのサポートのもとで、自ら選んだテーマに基づいて親同士が忌憚なくきょうだい児

育てについて話し合う活動により、セルフヘルプ・グループ効果を引き出すことができる。 
➄ プログラムにおける話し合い活動の効果には、参加者の共通性と異質性のバランスが影響する。 
 

５．研究のまとめと今後の課題                                                        
本研究の成果として、 
➀ きょうだい児を育てる親の約 9 割がきょうだい児育てに関連した悩みを持っていることと、その悩み

の内容が明らかになった。 
➁ きょうだい児育ての悩みと家族 QOL には関連があり、きょうだい児育ての悩みを解決するための

支援方法を開発することは、家族 QOL 向上につながることが明らかになった。 
➂ アンケート調査とそれをもとにしたプログラム開発実践研究を通して、親のきょうだい児育て支援

に含めるべき内容が明らかとなった。 
今後の課題として、さらなる実践研究を通して、プログラムコンテンツを充実させる必要がある。 

※ 本研究に多大なご協力くださった、本当に多くの関係各位に深くお礼申し上げます。 

【Fig.3 参加者の支援プログラムの有用性評価】 
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